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札幌市における地域別高齢化の特性に関する考察
―?国勢調査データによる市街地構造分析をとおして―?
中 原 宏
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本研究は札幌市を対象として，高齢化の進展状況を地域別に分析し，高齢化の著しい地区を抽出す
るとともに，居住・生活環境の現況を把握し，今後の整備の方向性の知見を得るものである．札幌市街地
における年齢別人口構成の地域別特性を把握するために，190の小区分ゾーンを対象とし，「５歳階級別人
口構成比」を用いてクラスター分析による類型化を行った．その結果，人口構成比のパターンよって，７
タイプのグループに類型化することができた．また，「老年人口比率」や「高齢単身世帯の割合」により，
地域の高齢化の状況を探るとともに，居住・生活環境指標についても分析を行い，地域の高齢化の要因に
ついて考察を行った．その結果，高齢化の進展している地域は，比較的古い時期に住宅地が形成されて居
住を開始し，その後，子供たちが順次独立したため，高齢夫婦や高齢単身者となって生活している人たち
が多い地域であることを判明した．合わせて，高齢化率よりみた課題地区を抽出し，それらは1960～1970
年に開発整備された初期の郊外型大規模住宅団地の集中している地域であることを明らかにした．
キーワード：人口高齢化，年齢別人口構成，クラスター分析，高齢単身者，郊外型住宅団地
Ⅰ．研究の背景・目的
現在，わが国の都市を取り巻く環境は大きな転換期に
ある．少子・高齢化にともなう人口減少や深刻化する地
球環境問題，低成長型経済への移行，地方財政の逼迫，
まちづくりに対する住民意識の高まりなど，これまでの
都市のあり方を根本から見直さなければならない状況に
ある．すなわち，従来の「拡大・拡散型」から「凝縮・
成熟型」へという，まちづくりの大きな方向転換が求め
られる??．
とりわけ高齢社会や．人口減少社会への移行は中心市
街地空洞化や郊外市街地の衰退に大きく拍車をかけるこ
とが予想される．衰退する地方都市の中心市街地の再生
方策として「都心居住」を推奨する事例研究はあるが??，
都市全体の居住機能の再編成の観点からの研究は充分に
行われていない．
そこで，本研究は札幌市を対象として，高齢化の進展
状況を地域別に分析し，高齢化の著しい地区を抽出する
とともに，居住・生活環境の現況を把握し，今後の整備
の方向性の知見を得るものである．
Ⅱ．研究方法
札幌市街地内の各地域について，人口構造と高齢化の
実態を把握するため，以下の２項目について分析を行っ
た．
１．年齢別人口構成による市街地の類型化
２．地域別高齢化の特性
Ⅱ-1．年齢別人口構成による札幌市街地の類型化
札幌市街地における年齢別人口構成の地域別特性を把
握するために，市街化区域内190の小区分ゾーン??を対
象とし，2005年国勢調査の「５歳階級別人口構成比」を
用いてクラスター分析??による類型化を行った．
また，各ゾーンの所属グループを地域分布図で表現し，
地域構造からも考察を行った．
Ⅱ-2．札幌市の地域別高齢化の分析
札幌市の高齢化の状況を概観するため，全国平均およ
び他の大都市と比較分析を行った??．
また，札幌市街地の地域別高齢化の状況を把握するた
め，市街化区域内190ゾーンを対象として，2005年国勢
調査に基づき「老年人口比率」??を算出するとともに，市
街地空間構造の特性を分析した．
次に，「老年人口比率」の階層ごとに各種の高齢化指標
で分析するとともに，居住・生活環境指標についても分
析を行い，地域の高齢化の要因について考察を行った．
さらに，地域の高齢化の状況を「高齢単身世帯の割
合」??でも把握し，前述の「老年人口比率」の分析結果と
合わせ，課題地区を抽出した．
SCU Journal of Design & Nursing Vol.3,No.1,2009
 
SCU Journal of Design & Nursing Vol.3,No.1,pp.45-51,2009
 
45
Ⅲ．結果
Ⅲ-1．年齢別人口構成による札幌市街地の類型化
「５歳階級別人口構成比」を用いたクラスター分析の結
果（図１），各年齢階級の人口構成比のパターンよって，
市街化区域内全190ゾーンをＡ～Ｇの７タイプのグルー
プに類型化することができた（図２，３）．
Ａグループは65歳以上の高齢人口比率の高いゾーン
であり，とりわけ，85歳以上の階級が11.1％と最も高い
（全グループの中でも最高）．また，10歳代後半から30歳
代前半までの，いわゆる若い世代が他のグループと比較
して最も少ないという特徴を持っている．このグループ
に所属するゾーンは「宮の森」「円山西町」「伏見」など
の古くからの居住者の多い住宅地である．
Ｂグループは55～59歳の階級を中心として，50歳代，
60歳代の人口比率の高いゾーンである．このグループに
所属するゾーンは「新川」「新琴似」「太平」「百合が原」
「丘珠」「伏古」「米里」「清田」「西岡」「川沿」「北ノ沢」
「西野」「富丘」「稲穂」など，札幌の人口が急増した
1970～1985年にかけて形成された住宅地であり，「もみ
じ台」「厚別東」「青葉町」などの大規模住宅団地も含ま
れる．また，これらのゾーンは都心から６～９km圏の市
街地周辺に環状に連担しているようすが地域分布図から
よみとれる．
Ｃグループは50～54歳の階級の人口比率が最も高い
ことに加え，15～19歳の階級が２位となっていることに
特徴がある．このグループに所属するゾーンは「上野幌」
「美しが丘」「常盤」「南沢」「前田」などの1985年以降に
形成された住宅地であり，「あいの里」「厚別北」などの
大規模住宅団地も含まれる．これらのゾーンは市街地の
縁辺部に位置するゾーンである．
Ｄグループは30歳代，40歳代，50歳代の人口比率が
高いゾーンである．このグループに所属するゾーンは「屯
田」「川下」「平岡」「真栄」「真駒内」「中ノ沢」「藤野」
等の郊外型住宅地に加え，「山鼻」「啓明」「山の手」など
の既成市街地の一部が含まれる．
Ｅグループは20～24歳の階級の人口比率が26.2％と
著しく特化するとともに，15～19歳，25～29歳の階級も
これに準じて特化する一方で，高齢人口比率が最も低い
ゾーンである．このグループに所属するゾーンは北海道
大学周辺の３つのゾーンと，自衛隊真駒内駐屯地を含む
ゾーンである．
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図1 クラスター分析結果
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図2 各グループの年齢別人口構成比（グループ平均値)
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Ｆグループは30～34歳と55～59歳の階級の人口比率
の高いゾーンである．大部分のゾーンが1975年までに形
成された既成市街地に含まれていることが特徴である．
Ｇグループは20歳代，30歳代の若い世代の人口比率
の高いゾーンである．都心３km圏内のゾーンや，「白石」
「澄川」が含まれる．
Ⅲ-2．札幌市の地域別高齢化の分析
１）札幌市の高齢化の概観
札幌市の老年人口比率の推移を過去25年間について
他の大都市と比較すると（図４），2005年時点での札幌市
の高齢化は中位にあると同時に，全国平均を下回ってい
る．しかし，どの都市でも高齢化は同程度の速度で進展
してきている．
２）高齢化の地域特性
「老年人口比率」をすべての対象ゾーンについて階層別
に整理すると，22％以上は25ゾーン，20～22％が24ゾー
ン，18～20％が 30ゾーン，16～18％が 46ゾーン，
14～16％が35ゾーン，14％未満が30ゾーン，全市平均
は17.3％である．
これを地域別にみると（図５），「老年人口比率」が22％
以上の高い高齢化を示すゾーンは厚別地区の「もみじ台」
「青葉町」や「真駒内曙町」「真駒内上町・緑町」などの
大規模郊外型住宅団地である．また，これらのゾーンの
大部分が市街地の縁辺部に集中していることも大きな特
徴である．
一方，「老年人口比率」が14％未満の低いゾーンについ
ては，「あいの里」「平岡」「里塚」「美しが丘」などの近
年開発整備された新興住宅地に多い．また，全市平均
17.3％を下回るゾーンは，そのほとんどが環状線内側の
図3 ゾーンの類型分布図
図4 大都市の老年人口比率の推移
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既成市街地に集中していることが，もう一つの大きな特
徴である．
Ⅳ．考察
Ⅳ-1．高齢化と居住・生活環境指標の関連
各種の高齢化指標（表１）については，「老年人口比率」
を2000年と2005年で比較すると，いずれの階層も５年
間で高齢化が進展するとともに，「老年人口比率」の高い
階層において進展の著しい傾向が読みとれる．「後期高齢
人口の割合」??も，「老年人口比率」の高い階層ほど大き
くなっている．「高齢単身世帯の割合」「高齢夫婦世帯の
割合」??「65歳以上親族のいる一般世帯の割合」のいずれ
の場合についても同様の結果となっている．
さらに，居住・生活環境指標について分析を行うと，
「人口増減率」は「老年人口比率」の高い階層ほど減少率
が高く，「老年人口比率」の低い階層ほど増加傾向にある
ことがわかる．「人口密度」についても，「老年人口比率」
の高い階層ほど低くなっている．
「住宅の所有関係」については，「老年人口比率」の高
い階層では「持ち家」の割合が高い一方で，「老年人口比
率」の低い階層では逆に「民営借家」の割合が高くなっ
ている．
「住宅の種類別」については，「老年人口比率」の高い
階層では「一戸建」住宅に住む割合が高い一方で，「老年
人口比率」の低い階層では「３階建以上の共同住宅」に
住む割合が高い．
「居住期間の割合」については，「老年人口比率」の高
い階層では「出生時から」「10～20年未満」「20年以上」
などの長期間居住している人の割合が高く，「老年人口比
率」の低い階層では「１～５年未満」を中心に，居住し
てからの年数が比較的短い人の割合が高い．
Ⅳ-2．高齢単身世帯の集中する地区
地域の高齢化の状況を「高齢単身世帯の割合」でみる
と，都心から３km以内および９km以上の地区が多い
（図６）．12％を超える割合の高い地区は６地区あり，厚
別副都心周辺地区と真駒内地区に集中している．これら
の地区は具体的には「厚別中央（下野幌第三団地を含
む）」，「青葉町」「もみじ台」「真駒内本町・曙町（曙団地
含む）」「真駒内上町・緑町（五輪団地含む）」「中央地区
（札幌都心地区含む）」であり，とくに「厚別中央」は
図5 老年人口比率の地域分布図（札幌市，2005年)
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27.4％と全市（全市平均7.4％）の中で最も高くなってい
る．「中央地区」以外はすべて1960年代，1970年代に開
発整備された郊外型の大規模住宅団地である．
これら６地区の「老年人口比率」は，いずれも22％以
上と高い．居住・生活環境指標の関連をみると，人口減
少地区が多い．また，「共同住宅３階以上」に住む世帯の
比率が高い．「持ち家率」および「民営借家率」が小さい
地区が多いのは，公営住宅が多いことを裏付けている．
「居住期間の割合」では，「出生時から」および「20年以
上」を合わせ40％を超える地区が多い（表２）．
Ⅴ．まとめ
本研究をとおして，高齢化の進展している地域は比較
的古い時期に住宅地が形成されて居住を開始し，その後，
子供たちが順次独立したため，高齢夫婦や高齢単身者と
なって生活している人たちの多い地域であることがうか
がえる．
さらに，その中でも単身高齢世帯の割合の高い地区は，
札幌の住宅団地の中でも初期（1960～1970年頃）に開発
整備された，「真駒内地区」や「厚別地区」に集中してい
表1 老年人口比率階級別の高齢指標と居住・生活環境指標
老年人口比率
(％)
住宅に住む一般
世帯の割合（％)
住宅の種類別
世帯数割合（％)
居住期間の割合（％)
老年人口
比率階級
ゾーン
数
高齢
単身
世帯
(％)
高齢
夫婦
世帯
(％)
65歳以
上親族
世帯割
合(％)
後期高
齢人口
割合
(％)
人口
密度
(ha/人)
人口
増減率
(％)
１世帯
当延べ
面積
(m?)2000年 2005年 持ち家
民営
借家
一戸建
共同３
階以上
出生時
から
１年
未満
１～５
年未満
５～10
年未満
10～20
年未満
20年
以上
全市平均 7.4 8.4 26.0 14.4 17.3 7.6 74 3.2 76.4 48.1 42.4 36.2 46.5 2.5 10.6 25.5 17.5 22.7 19.6
22％以上 25 10.3 13.3 37.8 20.0 24.8 11.8 60 －0.9 95.1 60.1 19.0 55.7 32.9 2.9 7.9 20.5 15.9 25.2 26.9
20～22％ 24 8.2 12.1 34.3 16.5 20.9 8.9 68 －0.1 92.6 61.4 32.5 56.6 24.5 3.1 7.7 19.9 16.3 24.8 27.5
18～20％ 30 8.0 9.1 28.4 15.5 18.8 8.3 75 2.3 82.9 50.5 41.0 39.4 40.6 2.8 9.6 24.0 17.6 23.0 21.7
16～18％ 46 7.5 8.1 25.7 14.3 16.9 7.3 83 2.5 78.7 46.9 44.2 33.4 48.9 2.6 10.7 25.9 17.2 22.5 19.4
14～16％ 35 7.0 6.3 21.1 12.9 14.9 6.4 93 5.7 71.5 37.0 54.3 21.7 60.1 2.3 13.5 29.5 16.3 19.5 16.6
14％未満 30 5.0 6.2 19.5 10.1 12.3 5.1 59 7.3 81.7 49.3 42.5 35.7 49.6 1.6 11.3 28.3 21.9 24.7 10.7
図6 高齢単身世帯割合の地域分布図（札幌市，2005年)
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ることが明らかとなった．
今後，各地区内団地の建物老朽化等の実態について，
建物・土地利用データを基に分析を行うとともに，住み
替えに係る意向調査等をふまえ，団地整備のあり方につ
いて研究を進める予定である．
注
＊１)このため，筆者はこれまで市街地人口の地域構造分析
を通して，札幌市のコンパクトシティ化の可能性と方
向性を探ってきた（引用文献１）参照）．
＊２)たとえば引用文献２），３）など．
＊３)札幌市では小地域別データの集計単位として，全市域
を統計区および準統計区の計206ゾーンに区分し，国
勢調査をはじめとする各種統計のデータベースを構築
している．本研究ではこれらのうち，引用文献４），５）
のデータを用いた．具体的には，「年齢人口構成の分析」
（?-1）に用いたデータは引用文献５）に掲げる「国勢
調査」データの統計区別「年齢５歳階級別人口」である．
また，「地域別高齢化の分析」（?-2）に用いたデータは
引用文献４），５）に掲げる「国勢調査」および「札幌
市の地域構造」データのうち，「高齢単身世帯数」「高齢
夫婦世帯数」「65歳以上親族のいる一般世帯数」「老年
人口」「後期高齢人口」「人口密度」「人口増減率」「１世
帯当たり延べ面積」「住宅の所有関係別世帯数」「住宅の
種類別世帯数」「居住期間の割合」を用いて指標化した
ものである．
＊４)距離はユークリッド距離，手法はWard法を用いた．
＊５)引用文献６）のデータに基づく分析．
＊６)総人口に占める65歳以上人口の割合．
＊７)65歳以上の者一人のみの世帯数が一般世帯総数に占
める割合．
＊８)総人口に占める75歳以上人口の割合．
＊９)夫65歳以上，妻60歳以上の夫婦一組（他の世帯員がい
ないもの）の世帯数が一般世帯総数に占める割合．
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表2 老年人口比率階級別の高齢指標と居住・生活環境指標
老年人口比率
(％)
住宅に住む一般
世帯の割合（％)
住宅の種類別
世帯数割合（％)
居住期間の割合（％)
ゾーン
高齢
単身
世帯
(％)
高齢
夫婦
世帯
(％)
65歳以
上親族
世帯割
合(％)
後期高
齢人口
割合
(％)
人口
密度
(ha/人)
人口
増減率
(％)
１世帯
当延べ
面積
(m?)2000年 2005年 持ち家
民営
借家
一戸建
共同３
階以上
出生時
から
１年
未満
１～５
年未満
５～10
年未満
10～20
年未満
20年
以上
全市平均 7.4 8.4 26.0 14.4 17.3 7.6 74 3.2 76.4 48.1 42.4 36.2 46.5 2.5 10.6 25.5 17.5 22.7 19.6
厚別中央 27.4 13.5 53.5 23.4 36.7 12.3 107 －20.1 42.2 4.4 2.2 0.1 99.8 4.4 5.8 8.9 15.6 24.1 39.2
青葉町 19.0 15.9 48.5 25.0 31.1 12.6 79 －9.5 78.1 36.9 8.2 30.0 66.7 3.3 5.9 16.8 13.4 19.8 39.6
真駒内本町・曙町 17.4 10.8 35.9 16.4 23.4 9.5 132 －10.9 59.8 26.8 11.9 14.3 79.2 2.8 10.0 25.7 17.2 20.0 23.8
真駒内上町・緑町 14.4 12.7 35.3 17.6 22.4 9.0 123 3.2 71.1 41.8 9.0 8.6 90.6 1.7 9.3 31.0 14.3 21.4 21.4
中央地区 13.3 7.3 26.7 22.8 24.0 9.9 10 21.4 55.9 39.4 42.4 3.8 93.8 3.3 14.3 27.1 12.7 19.1 21.1
もみじ台 13.3 15.2 42.1 17.2 24.7 9.0 79 －4.3 70.6 25.8 1.4 27.6 72.2 3.4 6.4 17.2 14.1 22.3 35.2
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